
2009 年 ４月の「のほほん Books 紹介本」 高知県立図書館

4 月 2 日（木）放送 「テーマ スタート」

「非属の才能」
山田 玲司／著

光文社新書 2007 年 12 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 159//新書）

著者は、超売れっ子の漫画家山田玲司さん。漫画の取材で数百人もの才能豊かな人たちに直接会っ

て話を聞き続けた彼は「才能というものは“どこにも属せない感覚”のなかにこそある」という結論

に至ります。そこから、この「非属」をキーワードにした著者の「才能論」が展開されていきます。

著者は、「九九は知らなくても、中岡慎太郎の生き様を知っている人のほうが、楽しく人生の危機

を乗り越えられるに違いないのだ」と断言し、坂本龍馬についても「日本を変えた坂本龍馬のアドバ

ンテージは、藩の空気が読める能力ではなく、藩の外、国の外の情勢や歴史、哲学など、平たく言え

ば『教養』に裏打ちされた、世界の動きを見ることのできる能力にあった」と分析しています。

自分に自信をなくしている人、人間関係に疲れきっている人に紹介してあげたい本です。

「三年で会社を辞めたら損ですよ！」

常見陽平／著

STUDIO CHELLO 2007 年 9 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 159）

３年以内に会社を辞めてしまう若者が多いと言う。このことが必ずしも問題ではない。しかし、仕事を

楽しめずにやめるとしたら実にもったいないことだ。「石の上にも三年」ということわざがあるが、最初

の３年はがむしゃらにやれば、面白さがわかってくる。実際、仕事の楽しさなど、最初からなどわからな

い。仕事が難しくなって初めてわかることだ。この本は、安易な「自分探し」や「自己実現」に振り回さ

れず、一歩踏み出してみて開けた視界の中で取り組んでみることによって得られる楽しさを伝えてくれる。

ちょっとした仕事のコツも書いてあり、新人の方々にはおすすめできる本。

「フィッシュ！ 鮮度１００％ぴちぴちオフィスのつくり方」

ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ・C ﾗﾝﾃﾞｨﾝ,ﾊﾘｰ・ﾎﾟｰﾙ,ｼﾞｮﾝ・ｸﾘｽﾃﾝ／著

早川書房 2000 年 12 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 933．7/ﾌｲ）

魚が空を飛ぶ。「サケが一ぴき、ミネソタへ飛んでった」。この楽しい魚市場の秘密は何？

この本には「責任を重視する革新的な職場環境をつくりあげるための秘訣」が書かれている。「自分探

し」、「自己実現」と言った魅力のあるうたい文句に惑わされ、理想的で完璧な仕事場ばかり追い求めてい

ると、いまこの瞬間に手に入れられる楽しい人生を取りのがす。働く人もお客も楽しい職場とは？

最初の一歩は、「態度を選ぶ」ことだ。世の中には選択できる条件は少ないが、自分の態度は自分で自

由に選ぶことができる。人生と仕事が楽しくなる本。



2009 年 ４月の「のほほん Books 紹介本」 高知県立図書館

4 月 9 日（木）放送 「テーマ 手紙」

「漱石先生からの手紙 寅彦・豊隆・三重吉」
小山 文雄／著

岩波書店 2006 年 11 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 910.268/ﾅﾂ）

夏目漱石という人は、このあいだまでお札にも刷られていた有名人です。坂本龍馬やベートーベン

くらい、誰でも知っていると言っていいでしょう。

しかし、どうも気難しいイメージがありました。 その小説が、ときには落語のような面白さがある

のとは裏腹に。 この本を読むと結局、どういうことかわかります。

漱石先生は弟子思いの優しい先生なのです。気難しいというより、心遣いのある繊細な人なのです。

だから、漱石先生のまわりにはたくさんの人が集まって来ました。また、漱石先生は弟子たちとたく

さんの手紙を交わしました。

文章にこだわりぬいた漱石先生は、手紙もまた、一風、洒落ていました。しかし、それも自然体か

ら出てきています。

とても優れていて、洗練されているのに、同時に、なんとも、ほのぼの、のほほんとしている人間

関係なのです。現代に失われている、本当の人と人との交わりを彷彿とさせる本です。

高知県が生んだ、文科系・理科系両方できる天才・寺田寅彦との、本当に心のこもった交友のよう

な師弟関係がこの本では書かれています。ある意味、漱石先生と寅彦は心を一にしているとも言えま

す。芸術家と科学者は、好きなことを職業としている点で同じであると言っています。そうして、そ

れは、他人のためというより、徹底的に自分をきわめている、そう、漱石先生も寅彦も思っているの

です。

「ほいたら待ちゆうき 龍馬」

高知県立坂本龍馬記念館／編

幻冬舎ルネッサンス 2008 年 7 月発行

２階郷土開架図書 （請求記号 K289/ｻｶｰｺ）

坂本龍馬は日本をせんたくしたいなど、数々の名言を手紙で残していますが、この本は、そんな龍馬

への「今の人々」の手紙を集めたものです。

高知県立坂本龍馬記念館を訪れた人が書き残した手紙の数々は、もしかしたら、龍馬に託して将来の

自分へ書き送ったエールかもしれません。

この本には、手紙を書いた人の近況も一部、掲載されています。人と人をつなぐ、コーディネーター

でありファシリテーターである龍馬の面目躍如です。

大きな事を動かしたり、競争に勝つためには、対立することではなく、協力することが最も重要です。

龍馬への手紙を通じて見えてくる龍馬の像は、そんな彼の力、人の能力を引き出し、魂を呼び覚ます

力を感じさせてくれます。



2009 年 ４月の「のほほん Books 紹介本」 高知県立図書館

4 月 16 日（木）放送 「テーマ 読む・学ぶ」

「本を通して世界と出会う 中高生からの読書コミュニティづくり」

秋田喜代美・庄治一幸／編 読書コミュニティネットワーク／著

北大路書房 2005 年 8 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 019.2）

今までの、「読書指導」の枠を越えて、「読書コミュニティ」をデザインするという提案をする本で

す。「読書コミュニティ」とは、「読書という話題に関して関心や問題を共有し、その分野の知識や技

能を持続的に相互交流して生み出し、共有し実践を深めていく学習者ネットワーク」のことです。そ

の「場」は、学校での国語の授業やいわゆる「読書会」というだけではなく、図書館での読書やイン

ターネット上のつながりなども含まれます。読書コミュニティのデザインとは、こういう読書のつな

がりをどのように形作っていくか、具体化していくかということになります。

想像や理念の世界である読書と、リアルな世界とを結び付けていく方法とも言えるのではないでし

ょうか。今までの、なにか取り付きにくい読書のイメージを取り払ってくれる本です。このようなス

タンスで、楽しい読書を広めれば、活字ばなれ・読書ばなれという憂いは杞憂になっていくと思いま

す。

「なぜ「大学は出ておきなさい」と言われるのか キャリアにつながる学び方」

浦坂 純子／著

筑摩書房 2009 年 1 月発行

２階一般開架図書 （請求記号 377.9//新書）

こわいことが書いてある本です。大学受験科目に数学が入っていた人とそうでない人で年収が違うそう

です。え、ホント？と思った方はぜひ、じっくりお読みになって下さい。今風、「学問のすすめ」といっ

た本とも言えますが、データに裏打ちされたことを述べています。

今さら、大学へは行けないよという人にも、学ぶことの大切さを教えてくれる、学ぶことを働くことに

結びつけてくれる本です。


